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お
釈
迦
様
（
ブ
ッ
ダ
）
の
さ
と
り
の
道
④

釈
尊
　
出
家
へ
の
告
白

無
明
に
覆
わ
れ
た
こ
こ
ろ
と
は
、
苦
悩
が

あ
る
か
ら
、
苦
悩
か
ら
逃
れ
よ
う
と
す
る
。

逃
れ
る
方
法
と
し
て
「
穢
土
を
厭
い
離
れ
て

浄
土
を
欣
求
す
る
」
＝
自
殺

「
煩
悩
を
断
じ
て
、
涅
槃
を
得
よ
う
」
＝
す
べ

て
断
ち
切
る
。
捨
身
・
捨
命
・
捨
財
を
も
っ

て
修
行
に
入
り
、
苦
し
ま
な
い
世
界
に
入
る
。

こ
の
二
つ
が
聖
な
ら
ざ
る
願
望
と
気
づ
い
た
。

（
稲
津
紀
三
著
「
印
度
哲
学
史
」
Ｐ
95
）

人
は
、
肉
体
に
病
の
あ
る
と
き
に
は
、
肉

体
的
に
不
快
を
感
ず
る
。
不
快
か
ら
救
わ
れ

る
た
め
に
は
、
病
を
治
す
よ
り
ほ
か
は
な
い
。

も
し
、
不
快
を
覚
え
な
か
っ
た
ら
、
病
も
あ

る
こ
と
も
わ
か
ら
な
い
し
、
わ
か
っ
て
も
治

療
を
急
ぐ
気
に
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
不
快

感
は
、
病
の
あ
る
こ
と
を
知
ら
せ
て
病
根
を

除
く
こ
と
を
促
す
生
命
の
警
告
の
よ
う
な
も

の
で
あ
る
。
人
生
に
は
大
小
の
苦
し
み
が
無

数
に
あ
る
の
だ
が
、
大
抵
は
深
く
も
考
え
ず

に
過
ご
し
て
し
ま
う
。

し
か
し
、
時
に
は
ど
う
し
て
も
平
気
で
過

ご
せ
な
い
大
き
な
苦
痛
に
出
会
う
こ
と
が
あ

る
。
生
死
の
問
題
、
愛
別
離
苦
、
罪
悪
の
呵

責
な
ど
で
あ
る
。
そ
の
と
き
に
は
、
精
神
の

根
本
に
存
し
て
い
る
無
明
の
病
根
を
抜
い
て
、

長
い
間
積
も
っ
て
き
た
悪
業
・
煩
悩
の
病
毒

を
消
滅
さ
せ
て
も
ら
う
よ
り
ほ
か
に
、
苦
痛

を
離
れ
て
安
穏
を
得
る
道
が
な
い
。

仏
陀
の
教
え
は
、
苦
痛
の
根
本
を
解
決
し

て
、
も
う
再
び
病
む
こ
と
の
な
い
慈
愛
と
喜

び
に
充
ち
た
心
身
を
得
さ
せ
よ
う
と
す
る
。
こ

れ
を
「
識
身
を
捨
て
て
法
身
を
得
」「
自
然
虚

無
の
身
、
無
極
の
体
を
受
く
」
な
ど
と
い
っ

て
い
る
。
そ
し
て
、
人
生
の
苦
し
み
や
、
愚

か
さ
か
ら
お
こ
す
種
々
の
つ
ま
ず
き
は
、
人

を
ひ
た
む
き
に
覚
り
の
道
に
向
か
わ
せ
、
尊

い
機
縁
に
な
る
の
で
、
仏
陀
は
苦
と
苦
を
招

く
一
切
の
人
間
的
過
誤
を
、
こ
と
ご
と
く

「
聖
な
る
真
実
」
と
説
か
れ
た
の
で
あ
る
。
そ

れ
が
比
類
な
き
四
聖
諦
の
教
え
で
あ
る
。

釈
尊
の
出
家
理
由
に
は
二
つ
あ
る
。

一
つ
は
、
イ
ン
ド
全
土
が
ま
だ
統
一
国
家

の
形
態
に
な
っ
て
お
ら
ず
、
種
族
単
位
の
大

小
の
世
襲
の
王
家
が
都
城
を
築
き
、
自
族
だ

け
の
繁
栄
を
は
か
っ
て
互
い
に
覇
を
争
っ
て

い
た
。
自
国
が
滅
亡
し
な
い
た
め
に
、
他
国

を
攻
め
る
。
こ
の
極
限
の
中
で
、
釈
尊
は
階

級
を
超
え
、
民
族
を
超
え
、
慈
愛
と
正
法
を

も
っ
て
、
人
類
を
包
容
す
る
大
精
神
は
、
王

者
の
理
想
と
一
致
し
、
生
前
よ
り
「
世
間
の

眼
」「
人
天
の
尊
師
」
と
し
て
、
イ
ン
ド
諸
王

の
帰
依
を
受
け
て
い
た
（
印
度
哲
学
史
Ｐ

34
）。
城
を
出
た
の
は
、
武
器
を
持
っ
て
戦
う

べ
き
で
な
く
、
話
し
合
い
を
も
っ
て
人
類
包

容
す
る
慈
愛
の
正
法
を
教
え
示
す
た
め
に
、
自

分
が
王
と
な
っ
て
得
る
表
面
上
の
幸
福
な
る

も
の
を
断
ち
切
り
、
執
着
な
く
出
家
を
し
た
。

も
う
一
つ
は
、
釈
尊
は
、
苦
悩
は
そ
の
ま

ま
に
し
て
、
無
く
そ
う
と
せ
ず
、
苦
悩
に
は

苦
楽
の
原
因
の
基
が
あ
り
、
そ
の
苦
悩
を
招

い
た
原
因
が
わ
か
れ
ば
、
ま
た
予
測
が
で
き

れ
ば
、
解
決
の
た
め
に
願
を
も
っ
て
忍
耐
・

精
進
が
で
き
る
。
そ
の
結
果
、
苦
悩
が
滅
し
、

再
び
病
む
こ
と
の
な
い
慈
愛
と
喜
び
に
充
ち

あ
ふ
れ
た
誰
で
も
が
思
い
や
り
の
あ
る
仏
陀

（
目
覚
め
た
ひ
と
）
と
化な

る
。
こ
の
真
実
へ
の

求
め
で
、
黄
衣
を
も
っ
て
家
な
き
出
家
者
と

な
っ
た
。
今
、
自
分
自
身
を
語
り
、
自
分
自

身
を
法
灯
明
の
証
人
と
し
て
求
め
る
人
々
に

「
苦
は
聖
な
る
願
望
」
の
心
を
喚
起
さ
せ
、
そ

の
願
望
の
成
満
に
導
こ
う
と
願
っ
て
、
誓
わ

れ
た
出
家
と
な
っ
た
。

釈
尊
の
お
言
葉
（
聖
求
経
よ
り
）

ま
た
比
丘
ら
よ
、
〝
聖
な
る
願
望
〞
と
は
ど
の
よ

う
な
願
望
で
あ
る
の
か
。

比
丘
ら
よ
、
こ
こ
に
誰
か
あ
る
一
人
が
、
自
分
自

ら
に
（
自
分
で
）
生
と
い
う
法
を
有
し
な
が
ら
、

そ
の
生
法
に
お
い
て
過
悪
（
過
誤
不
安
、
禍
）
で

あ
る
こ
と
を
知
っ
て
、
不
生
な
る
無
上
の
安
穏
涅

槃
（
無
上
の
安
穏
な
る
幸
い
に
結
び
つ
い
て
い
る

涅
槃
―
安
穏
な
る
幸
い
に
結
び
つ
い
て
い
る
無
上

の
涅
槃
）
を
欲
し
、
自
分
自
ら
に
老
と
い
う
法
、

病
と
い
う
法
、
死
と
い
う
法
を
有
し
な
が
ら
、
そ

の
老
法
、
病
法
、
死
法
に
お
い
て
、
過
患
で
あ
る

こ
と
を
知
っ
て
、
老
無
き
、
病
無
き
、
不
死
な
る

無
上
の
安
穏
涅
槃
を
欲
す
る
。

ま
た
自
分
自
ら
に
憂
苦
と
い
う
法
、
雑
染
と
い
う

法
を
有
し
な
が
ら
、
そ
の
憂
苦
の
法
、
雑
染
の
法

に
お
い
て
、
過
悪
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
、
憂
苦

無
き
、
雑
染
無
き
無
上
の
安
穏
涅
槃
を
欲
す
る
。

こ
れ
が
〝
聖
な
る
願
望
〞
で
あ
る
。

（3）

こ
の
心
如
来
と
な
る

釈尊のお言葉（聖求経パーリ語原文より）

Katama-
カ タ マ ー

ca
チャ

bhikkhave
ビ ッ ク ハ ベ ー

ariya-
アリヤー

pariyesana-
パリイェーサナー

? Idha
イ ダ

what 比丘らよ　　 聖なる　　　　願望　　　 ここに

bhikkhave
ビ ッ ク ハ ベ ー

ekacco 
エーカッチョー

attana-
アッタナー

ja- t i
ジャーティ

-dhammo
ダ ン モ ー

sama- no
サ マ ー ノ ー

比丘らよ　誰かある一人が自分自らに　生という法　　　有しながら

ja- tidhamme
ジャーティダンメー

a- dinavam
.アーディナバム

viditva-
ビディトバー

aja- tam
.アジャータム

anuttaram
.ア ヌ ッ タ ラ ム

生法において　過悪であることを　知って　不生なる　　　無上の

yogakkhemam
.ヨ ー ガ ッ ケ ー マ ム

nibba- nam
.ニ ッ バ ー ナ ム

pariyesati
パリイェーサティ

, attana-
アッターナ

jara- -
ジャラー

安穏　　　　　　　涅槃を　　　　欲する　　自分自らに　老

dhammo
ダ ン モ ー

sama- no
サ マ ー ノ ー

jara- dhamme
ジ ャ ラ ー ダ ン メ ー

a- dinavam
.アーディナバム

viditva-
ビディトバー

という法　有しながら　　老法において　　過悪であることを　知って

ajaram
.ア ジ ャ ラ ム

anuttaram
.ア ヌ ッ タ ラ ム

yogakkhemam
.ヨ ー ガ ッ ケ ー マ ム

nibba- nam
.ニ ッ バ ー ナ ム

老無き　　　　無上の　　　　　　　安穏　　　　　　涅槃を

pariyesati
パリイェーサティ

, attana-
アッタナー

bya- dhi
ビ ャ ー デ ィ

-dhammo
ダ ン モ ー

sama- no
サ マ ー ノ ー

…]
欲する　　自分自らに　病という　　　法を　　　有しながら……

ahya- dhim
.ア ヤ ー デ ィ ム

…, attana-
アッタナー

marana
マ ラ ナ

-dhammo
ダ ン モ ー

sama- no
サ マ ー ノ ー

…
病無き……　　自分自らに　死という　　　法を　　有しながら……

amatam
.ア マ タ ム

…, attana-
アッタナー

soka
ソ ー カ

-dhammo
ダ ン モ ー

sama- no
サ マ ー ノ ー

…
不死なる……　自分自らに　憂苦という法を　　有しながら……

asokam
.アソーカム

…, attana-
アッタナー

san
.
kilesadhammo

サ ン キ レ ー サ ダ ン モ ー

sama- no
サ マ ー ノ ー

憂苦無き……　自分自らに　　雑染という法を　　　有しながら

san
.
kilesadamme

サ ン キ レ ー サ ダ ン メ ー

a- dinavam
.アーディナバム

viditva-
ビディトバー

asan
.
kilitt.ham

.ア サ ン キ リ ッ タ ム

雑染という法　　　過悪であることを　知って　　　雑染無き

anuttaram
.ア ヌ ッ タ ラ ム

yogakkhemam
.ヨ ー ガ ッ ケ ー マ ム

nibba- nam
.ニ ッ バ ー ナ ム

pariyesati
パリイェーサティ

.
無上の　　　　　　安穏　　　　　　　涅槃を　　　　欲する

Ayam
.ア ヤ ム

bhikkhave
ビ ッ ク ハ ベ ー

ariya-
アリヤー

pariyesana-
パリイェーサナー

.
This 比丘らよ　　　聖なる　　　願望


